
 

令和５年度            健康教育全体計画       揖斐川町立揖斐川中学校 
 

 

 

 

                        

            

 

 

 

 

    

                      

                              

 

    

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

                      

 

 
 

教育の側面  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理の側面 

・疾病予防  ・歯と口の指導 

・喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育 

・性、エイズに関する指導 

・心の健康教育 

・S相談員、SC、SSWとの連携 

・早寝 早起き 朝ごはんの指導 

生徒の心と体の健康状況把握 

・健康観察 ・各種検診 ・健康相談 

・食物アレルギー ・食育の教員研修 

・カウンセリング ・個別学習指導 

・早寝 早起き 朝ごはんの実態把握と指導 

安全点検での危険・修繕箇所の把握 

避難経路・避難場所の確認 

・命を守る訓練（３回）引渡し訓練（１回） 

校内救急体制の徹底及び医療機関や関

係機関との連携と適切な対応 

・分団会で危険箇所と避難方法、避難場所

の確認（通学路、土砂災害等の危険箇所） 

・救急救命法研修の実施（職員研修） 

・生命の安全を守る意識の向上 

・交通安全指導（月２回の登校指導、 

各学期１回の下校指導の実施） 

・命を守る訓練、引き渡し訓練 

・不審者対応時の安全確保 

・危険箇所の確認（通学路、土砂災害等） 

・バランスのとれた食生活と生活習慣病の

予防 

・栄養、安全、衛生、マナーに関する給食

指導と委員会活動の活性化と継続 

・食生活についての実態調査と振り返り 

手洗い・消毒・服装・後片付けの確認 

給食に関わる施設・器具の清掃、管理 

・パントリー室の定期点検の実施 

・異物混入等の検食実施 

・食物アレルギーをもつ生徒の管理・指導 

・基礎体力づくり 

・年間を通した体力づくり 

・授業、部活動、体育的行事の精選と充実 

・昼休みの有意義な過ごし方の指導 

体力や運動能力の状況把握及び分析 

・スポーツテストによる状況把握と目標づ 

くり 

・体育器具の安全確認 

環境衛生点検の実施 

・学校薬剤師と連携を図った環境衛生検査 

の実施（飲料水の水質検査、照度検査等） 

・感染症予防のための消毒、換気の推奨 

・教室環境点検  ・机、いすの調節 

・プールの安全点検 

・環境衛生  

・トイレの使い方の指導（スリッパ整頓） 

・清潔で安全な教室の整備 

 

  

町教育委員会の方針と重点 
 

運動に親しみ、進んで健康で安全な

生活を営む態度を育てる。 

 

・ 食生活の充実等、生活習慣や心身

の健康状態、安全に対する意識・行

動を的確に把握し、指導内容の明確

化・重点化を図るとともに、保護者と

連携した指導を計画的・継続的に実

施する。 

・ アフターコロナの生活の中でも、目標

をもって楽しみながら継続的に運動

を実践するなど、児童生徒一人一人

が自分の体力の向上を図るよう指導

する。 

健康教育の目標 

健康安全に関する正しい知識と判断力を

もち、主体的に健康な生活ができる生徒の育

成をする。 

     保健・安全教育に関わる重点             保健・安全管理に関わる重点 

・自他の生命を尊重し、安全な生活を送る。 

・健康的な生活習慣を理解し、実践する。 

・めあてをもち、継続して体力の向上に励む。 

  

 ・安全管理の確立と事故の未然防止に万全を期す。 

 ・健康教育の推進に当たり、家庭及び地域社会との連携を図る。 

 

学校の教育目標 
 

・自ら考え、行動する生徒 

・互いに助け合い、仲間を大事にする生徒 

・健康を大切にして、自分をきたえる生徒 

学校課題 
・心に不安を抱える生徒がいるため、意図
的、継続的に専門家の協力を得ながら
教育相談を実施する。また、学業不振と
の関連も考え、個別指導も行う。 
・活動中の怪我や登下校中の交通マナー
等、安全に対する意識が十分でない生
徒がいるので、登下校指導等を実施し、
意識の向上を図る。 
・家庭においては朝食の欠食率が低い
が、給食の好き嫌いによる残菜も日によ
って多いときもあり、食の重要性に関心
が薄い生徒も少なくない。また、就寝時
刻が遅いため生活のリズムの乱れが見ら
れる生徒もいるので、健康的で規則正し
い生活が送れるよう、家庭と連携した指
導を定期的に行う。 

健康教育推進の観点 
 

 

 

 

自分の心と体の状態を知り、自主的に

健康管理ができる。 

 

 

 

 

 

安全点検を組織的に実施し、校舎内外

の危険個所を把握し速やかに対応する。 

 

 

 

望ましい食習慣を身に付け、感謝の気

持ちをもって正しい食生活を送る。 

 

 

 

積極的かつ継続的に体力づくりに取り

組む。 

 

 

健康で安全な生活が送れるよう、自主

的に生活環境づくりに努める。 

学校保健安全委員会 
 

・生徒の健康問題をテーマに意
見交流を行い、健康教育を推
進する。  １回目： ７月 

       ２回目： ２月 

校内健康安全指導部会等 
 

・毎月、生徒指導、環境担当、給食担当、安全

防災担当、教育相談担当が集まり、健康教育

を推進する。 

地域の関係機関等との連携 
 
・保健だより等で家庭における健康、
安全に関する協力を得る。 

・小中連絡会で、実態及び指導の交
流をし、連携を図る。 

・三師会と学校との連携 

学校安全対策委員会 
・年間計画をもとに命を守る訓練、
登下校指導などを位置づけ、安
全に関する教育の推進を図る。 

食物アレルギー対策委員会 

・年度初めにアレルギーに関する実態
を把握し、情報の共有を図る。 

・食物アレルギーに関する研修を行う。 

保 健 

安 全 

食 育 

運 動 

環境衛生 

食育推進委員会 

・食育に関する年間指導計画をもとに、教
科、特別活動、道徳の時間に位置付け健
康教育の推進を図る。 


